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１．地域の色 

 近年は、景観法の施行などによって、美しい景観に注目が集まっています。

美しい景観を造りあげることを考えるときには、様々な考え方があるようです。

しかし現代の大きな流れとしては、各地域で、それぞれの地域特性を生かした

個性的な景観を整備することが重要であると言われています。そして、景観は

五感で感じるものであると言われています。  
しかしやはり、景観を感じる際には視覚が重要であり、視覚に大きく影響を与

えるのが色と形であると言われています。そのような理由から、景観整備をす

る際には、地域を代表するような色（以下、地域色と呼ぶ）を決め、その色と

の調和を目指すことが大きなテーマとなります。 

２．ヨーロッパの地域の色 

ヨーロッパの人々は、地域景観の質にこだわりを持 
っていると言われています。例えば、パリの郊外にユーロ・

ディズニーランドが出来たとき、その地域の人々からユー

ロ・ディズニーランドがその地域の景観を乱していると苦情

が出たそうです。いわゆるディズニーランドの色彩は、アメ

リカのしかも西海岸の色彩であり、パリ郊外の景観と調和し

ないというのです。そんな訳で、ユーロ・ディズニーランド

は、地域の様々なものの色を計測した後に、それと調和する

色に塗り直されているハズです。 
フランスなどでは、伝統ある町や村の景観を守ろうというと

きに、伝統的な建築物の色や周りの自然の色（木 
や土や石）の色を計測し、それらの色との調和を図ろうとす

ることが良くあります。皆さんよくご存じのように、ヨーロ

ッパの少し大きな町並みは、石やレンガで出来ております。

小さな村に行きますと土壁も目立つようになります。伝統的

な町の石材や土材は、大抵の場合は地元産のものですから、

ヨーロッパの伝統的な町や村で大きな面積を占める色は、地

元の石や土の色と言うことになります。 
   図-１に、赤土の色で有名なフランスのルシヨンとい

う村の町並みを示します。このルシヨン村は、赤土の崖の上

に立っており、この土が建築材料となっています。図-2 に赤

土の崖と町の様子を示します。図-３に同じくフランスのア 
ルビという町の町並みを示します。ここは、バラ色のレンガで有名な町で、ピンクがかったレンガで

町が構成されています。その他にも、例えばイギリスのコッツウォルド地域では、蜂蜜色の砂岩が有

名ですし、イタリアのヴェニスの漆喰には地元の黄土が配合されており、黄色みがかっていることも

 

図-1ルシヨンの町並み 

図-3 バラ色のレンガの町アルビ 
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知られています。 
したがってヨーロッパでは、地域色は地元の土

の色であるということが良くあります。 
 

３．日本の地域色 

 では日本の地域色には何を選ぶべきでしょう

か？ これについては様々な意見があるでしょ

うが、日本でも土の色はある程度基準になると

考えます。日本は雨が多いので、単純な土塀と

して観察されるところは少ないでしょうが、古

い漆喰にはヴェニスのように地元の土が混ぜら

れていることが多いと思われます。またヨーロ

ッパでは、道路の石畳の色合いが問題にされま

すが、日本では道路はもともと土であったでし

ょう。国土交通省も、伝統的建築群のところで

は土色のカラー舗装を推奨しています。これが

ちゃんと計測された地元の土の色であれば、な

おさら良い効果を生むと思われます。 
 土の色は、土の性質を総合的に表す指標とし

て測定されるものですが、とりわけ農地では数

多くの点で土の色が測定されています。図-４に

三重、愛知、岐阜、石川、大阪、兵庫、滋賀の 7 
県で測定された農地の表土の色を６つのクラスタ 
ーに分類した図を示します（データは各県の農業試験場からいただきました）。 
なかなか定量的に表現することが難しいのですが、図から、同じクラスターの点が同じような場所に

集まっていることが分かります。したがって、同じクラスターの点が集まっている地域ごとに、同じ

ような地域色を採用していけば合理的な景観整備の指標になるのではないかと考えています。 
 以下のような私たちの景観に関する論文を見ていただけると幸いです。 
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